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 名護市地域公共交通計画策定の概要 

１． 計画策定の背景と目的 
名護市では、平成 29 年度から令和２年度にかけて、公共交通基礎調査及びコミュニティバ

ス・デマンド交通の実証実験等、地域公共交通における課題解決のための検討を実施し、市民

がより使いやすい公共交通体系のあり方を検討する取り組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は、これまでの取り組みを踏まえながら、現在の社会状況及び公共交通に関する現状

や課題を分析し、地域交通のみならず、まちづくり等の地域戦略と一体となった名護市の望ま

しい地域公共交通の将来像及び将来像に向けた取組を明らかにし、名護市及び北部地域全体の

更なる発展に寄与することを目指します。 

 

２． 計画区域 
計画対象区域は、名護市全域とします。 

 

３． 計画期間 
本計画は第５次名護市総合計画等の関連計画との整合を図り、令和４年度から令和 11 年度

までの 8か年計画とします。なお、社会情勢の変化等に適応するため、計画期間内においても

必要に応じて計画の見直しを行うこととします。  

公共交通のあり方に関する基礎調査（名護市地域公共交通基礎調査業務（平成 29年度）） 
＜目的及び内容＞ 
市民や地域ニーズ等も踏まえた公共交通の課題を明確にするとともに、市内の地域間格差や中心市街地衰退な
どのまちづくりに関する課題への対応も踏まえた、名護市の将来像実現に寄与する、市民が使いやすい公共交
通体系のあり方の検討のための、地域公共交通の現状と課題の把握。 

令和元年度 
名護市地域公共交通実証実験事業 
＜目的＞ 
名護市久志地区二見以北地域の公共交通の利便性
を確保 

＜実証内容＞ 
■名護市久志地区二見以北地域～イオン名護店へ
のコミュニティバスの運行 

 期間：令和２年２月７日～３月 18日 
  ※路線バス空白時間を補完するダイヤを設定 
■名護市久志地区二見以北地域内でのデマンド交
通の運行 

 期間：令和２年２月 14日～３月 18日 

 

令和 2年度  
名護市街地コミュニティバス導入事業 
＜目的＞ 
名護市街地及び市街地近隣の公共交通の利便性を
確保し、公共交通に対するニーズを調査 

＜実証内容＞ 
■市街地コミュニティバスの運行 
 期間：令和２年 12 月１日～令和３年２月 28 日 

○コミュニティバス：利用者が少ない停留所や運
行ルート以外の施設へのアクセスを希望する意
見があり、運行ルート・ダイヤの見直しが必要 

○デマンド交通：地区内の移動需要が少なく、運用
方法と周知の見直しが必要 

○路線バスとの乗り換え利用が少なく、乗り換え
環境の構築が必要 

○名護市街地周辺に存在する施設等へのアクセス
の向上と運行エリアの拡大 

○周知不足に対する周知方法の工夫が必要 
○観光客が利用しやすい運行ルートの検討 

＜実証から明らかとなった課題＞ 

＜市中心部以外＞ ＜市中心部＞ 

名護市地域公共交通計画 
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 上位・関連計画と本計画の関係 

本計画は上位計画である、「第 5次名護市総合計画」等との整合を図り、名護市の目指すまち

づくりの将来像の実現に向けて、各種関連計画との整合を踏まえた地域公共計画におけるマス

タープランとして位置付けます。 

また、名護市の上位関連計画だけでなく、北部広域市町村圏事務組合、沖縄県の各種計画に

おける、名護市の役割を整理し、これらの実現に向けて名護市地域公共交通計画の方針や施策

展開の検討を実施します。 

 

 

 

 
 

 

  

計画の位置づけ 
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名護市は、2 次生活圏の圏域中心都市と位置付けられ、北部圏域の圏域中心都市として、那

覇との１時間圏として位置づけられています。 

北部圏域内では、すべての人が高度医療や高等教育などを享受できるよう公共交通サービス

の充実、観光客が多様な交通手段で移動できる交通環境を実現するため、県民と観光客の利用

による持続可能な公共交通サービスの構築を図ることとされており、北部圏域全域の公共交通

の拠点としての役割も求められています。 

 

 

 

 
【出典】沖縄県「沖縄県総合交通体系基本計画（骨子案）」 

（令和３年４月 26 日 令和３年度沖縄県総合交通体系基本計画 第１回推進委員会） 

  

沖縄県総合交通体系基本計画（骨子案）における県土の圏域構成 
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 名護市の人口と施設立地等 

 土地の利用状況（P26～30） 

⚫ 市街地や国道沿いに商業用地や住宅用地が集積、市西部では工業用地の集積がみられる

一方、市東部では山林が広がっており、全域で土地の利用傾向が異なっています。 

⚫ 市域全体では、１～２階の低層な建物が中心で、高層な建物は市中心部に点在していま

す。 

 

 

 

 
【出典】平成 28年度都市計画基礎調査 

 

  

土地利用の状況 
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 人口[現況]（P31～36） 

⚫ 名護市の総人口は、平成２年以降増加を続け、令和２年は 63,639 人となっていますが、

一方で、15歳未満の割合が減少、65歳以上の割合が増加と高齢化が進んでいます。 

⚫ また、名護市の人口は市街地地域に集中しており、他では宇茂佐区や屋部区、辺野古区で

比較的多くなっています。 

⚫ 高齢者（65 歳以上）の割合は郊外部、特に久志地区、羽地地区の両地区の東部、屋我地

地区全体で高く、逆に、小中学生の割合は市街地地域で高くなっています。 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 人口[将来予測]（P37～40） 

⚫ 令和 27 年までの将来予測では、名護市の人口は令和 12 年以降に減少に転じ、高齢者の

割合も増えることが予想されています。 

⚫ 現在高齢化が増加している郊外部では、より高齢化が進行する予測となっています。 

 

 

 

  

人口の推移 高齢者の人口分布 
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 施設立地（P41～49） 

⚫ 市役所や産業系施設、スポーツ・レクリエーション系施設等の公共施設は、名護市の中心

市街地を中心に立地している一方、ショッピングセンターやスーパー等の商業施設は国

道 58号沿いで多くなっています。 

 

 
 

 
 

  

公共施設の分布 

商業施設の分布 
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 従業員数と事業所数（P50～54） 

⚫ 名護市内の事業所数は横ばいですが、従業者数は平成 21年から増加しています。 

⚫ 事業所数、従業員数ともに名護地区に集中しています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

  

事業所数、従業者数の推移 

従業者数の分布 事業所数の分布 
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 観光（P55～57） 

⚫ 名護市内の観光地は、市内全域に点在していますが、特に東西の沿岸部、為又以北多くな

っています（森のガラス館～御菓子御殿）。 

⚫ 名護市内への入込客数は平成 23 年以降増加傾向となっており、平成 29 年には 600 万人

を超えていましたが、令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少し

ています。 

⚫ 観光客の沖縄県内での移動手段は約 6 割がレンタカーとなっており、名護市の観光客に

おいてもレンタカーでの移動が多いと考えられます。 

 

 

 
【出典】名護市地域経済部観光課統計（令和 3年 3月） 

 
  

入込客数の推移 

市内観光地の分布 



9 
 

 

 

 移動特性（P58～70） 

⚫ 通勤、業務、私用の移動手段は自動車利用が 80%以上となっており、バスの利用は 1.1%と

なっています。 

⚫ 通学ではバス利用や 3.7%となっており、国頭村や本部町からバスの利用が見られますが、

それ以外では少なくなっています。 

⚫ 市街地地域内での移動が最も多く、市外との移動では、本部町や今帰仁村との間の移動が

多くなっています。 

 

 

 
 

 

  

全移動目的・全交通手段 

通学目的・バス利用 

移動目的別交通手段割合（北部 12市町） 
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 地域公共交通の現状 

 道路の状況（P71～73） 

⚫ 名護市内の幹線道路は、名護市中心部から東西南北各方面に広がっており、高速道路は名

護市の入り口である許田に接続されています。 

⚫ 名護市内の道路は全体的には混雑度が低い状況であり、比較的混雑度が高い道路でも名

護十字路から伊佐川までの県道 71号が 1.39となっています。 

 

 
 

 乗用車の保有状況（P74） 

⚫ 乗合用及び軽自動車の台数は平成 28年以降横ばい傾向となっており、一方で主に業務で

使用される貨物用や特殊用途用の車両は増加傾向となっています。 

 

 

 

 
  

乗用車保有台数の推移 

混雑度 

（中心部） 
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 路線バスの運行（P75～77） 

⚫ 名護市内の路線バスは、名護バスターミナルを拠点として、北部地域各方面、中南部方面

本部半島を結ぶ路線となっています。 

⚫ 運行頻度が１日 10 便より少ない路線が 8 路線存在しており、特に二見方面、為又方面、

屋我地島方面のサービスが低い状況です。 

 

 
 

 

 

路線

番号 
路線名 

運行区間 運行本数 

※平日 

運行本数 

※土曜 

運行本数 

※日祝 
起点 終点 

（便/日） （便/日） （便/日） 

20 名護西線 名護バスターミナル 那覇バスターミナル 4 4 4 

22 名護うるま線 名護バスターミナル 中部病院 5 - - 

65 本部半島渡久地廻り 名護バスターミナル 名護バスターミナル 17 16 16 

66 本部半島今帰仁廻り 名護バスターミナル 名護バスターミナル 17 16 16 

67 辺土名線 名護バスターミナル 辺土名バスターミナル 18 16 16 

70 備瀬線備瀬廻り 名護バスターミナル 名護バスターミナル 2 2 2 

70 備瀬線謝花廻り 名護バスターミナル 名護バスターミナル 3 2 2 

72 屋我地線 名護バスターミナル 運天原 6 5 5 

76 瀬底線 名護バスターミナル 瀬底 2 2 2 

77 名護東線 名護バスターミナル 那覇バスターミナル 20 20 20 

78 名護東部線 名護バスターミナル 有津 3 3 3 

111 高速バス 名護バスターミナル 那覇空港国際線ターミナル 13 13 13 

117 高速バス（美ら海直行） ホテルオリオンモトブリゾート&スパ 那覇空港国際線ターミナル 10 10 10 

120 名護西空港線 名護バスターミナル 那覇空港国際線ターミナル 28 28 28 

YKB 空港線 運天港 那覇空港国際線ターミナル 10 10 10 

4T 四島線 古宇利島物産センター ヒルトン沖縄瀬底リゾート 7 7 7 

  

路線バス・高速バス運行情報 

路線バス・高速バス運行ルート 
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 輸送人員（補助路線）（P75～81） 

⚫ 名護市内の路線バス（補助路線）の輸送人員は、平成 25年度以降減少しています。 

⚫ 特に利用者の多い本部半島線では、平成 25年から令和 2年までで約 6万人減と、減少傾

向が顕著になっています。 

 

 

 
 

 

 

 補助金の交付状況、市の財政負担（P82） 

⚫ 北部地域のバス路線の多くが補助を受けて運行しており、補助金の交付額及び市の負担

額は年々増加傾向にあります。 

⚫ 平成 29年度以降、特に本部半島線で増加傾向が顕著になっています。 

 

 

 
  

92,675
87,121 84,189

76,330 77,236 76,456

85,816

71,112

168,355
163,541 163,111 161,993

150,669

136,582 138,763

109,962

17,042
25,562 27,722 25,226 21,641 19,286 20,171

14,045
15,109

15,658 14,343 11,458 10,445 11,092
13,790 11,101

12,123 11,974 10,315 9,680 9,264 8,221

4,769 3,381 3,736 2,938 4,240 3,691 3,870 2,8930

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

利用者数の推移

辺士名線

本部半島線

備瀬線

屋我地線

川田線

名護東部線

人/年

5,052 6,960 6,743

8,705
6,943

8,095
7,579

10,697

2,927
4,607 3,047

4,748
6,490

13,267
13,812

18,188

2,011

1,306 1,248

1,952
2,611

3,354 3,527 3,942

7,509
8,021 7,883

9,743 9,461
10,316 10,759

11,475

1,364

1,431 1,536

1,759 1,705 1,910

12,025
12,523 12,228

13,726 13,576
14,279 14,506 14,718

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

平成25年度 平成26年度 平成2７年度 平成2８年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

名護市生活確保補助金推移（市負担額）

辺土名線

本部半島線

備瀬線

屋我地線

川田線

名護東部線

千円/年

補助路線の輸送人員の推移 

補助金の推移 



13 
 

 

 

 送迎バス等（P83） 

⚫ 名護市内では路線バスに加えて、地域住民の移動手段として、スクールバス、病院送迎バ

スが運行しています。 

 

 

種類 名称 運行主体 運行内容 

スクール 
バス 

名桜大学 
学生送迎バス 

名桜大学 運行ルート：名桜大学から市街地地域を通り、東江地区ま
で行き名桜大学に向かうルート 

運行頻度：平日は 9便（午前 3便、午後 6便）の運行。土
曜・日曜は 5便（午前 3便、午後 2便）の運行 

東江中学校 
スクールバス 

名護市 運行ルート：喜瀬地区の国道 58 号線沿いから東江中学校
までのルート 

運行頻度：午前中 1本のみ運行 

源河地区 
スクールバス 

名護市 運行ルート：源河地区会館から真喜屋小学校を通り、羽地
中学校までのルート（下校時は、真喜屋小学校から源河方
面へ向かう） 

運行頻度：1日に 3便（登校時 1便、下校時 2便）の運行 

緑風学園 
スクールバス 

名護市 運行ルート：緑風学園を中心として、市街地地域までの二
見ルートと天仁屋地区・源河地区・伊佐川地区を回る天仁
屋ルートの 2ルート 

運行頻度：登校時は両ルート 1便ずつだが、下校時は二見
ルートが 3 便、天仁屋ルートが 2 便の運行。(小学校は下
校時刻による 2パターンのダイヤがある) 

病院送迎 
バス 

北部地区 
医師会病院 
送迎バス 

北部地区 
医師会病院 

運行ルート：病院から東江方面に向かう Aコース、伊佐川
方面に向かう Bコース、曜日によって向かう方面が変わる
市外線（平日のみ計 5パターン）の 3ルート 

運行頻度：Aコースについて 1日に 13便、Bコースについ
て 1日に 9便、市外線について各方面午前に 1便を運行 

 

 

 タクシーの配車実績（P84） 

⚫ 名護市内で運行しているタクシーの配車実積は、平成 28年以降、増加傾向でしたが、新

型コロナウイルス感染症の影響により令和 2年は実績が落ち込んでいます。 

 

 

 
  

送迎バス等の運行内容 

タクシー配車実績の推移 
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 公共交通空白地域（P86～90） 

⚫ 名護市内の公共交通人口カバー率は、市全体で約 64%となっており、市街地地域の東部、

北部を中心に、一定の人口集積が見られるエリアにも、公共交通空白地域が存在していま

す。 

⚫ 地区別にみると、屋部地域の公共交通カバー率が最も低く 45.8％となっています。 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

公共交通空白地域の状況 

地区別の人口カバー率 
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 ニーズ調査 

地域公共交通計画の策定に向けて、以下のニーズ調査を実施します。 

現在までの実施状況及び回収状況については、「資料３ 実証実験利用実績について（速報）」

での説明のりとなります。 

 

 

 

 
 

 

ニーズ調査の把握項目と調査内容 
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 地域公共交通計画の基本方針と目標 

１． 課題 
名護市現状や、公共交通へのニーズ、上位関連計画の方向性等を踏まえると、名護市の地域公共交通計画における課題は以下のように整理されます。 

今後のアンケート・ヒアリング調査の結果や、実証実験の結果を踏まえて検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名護市の現状と公共交通へのニーズ （調査中） 

名
護
市
の
現
状 

公
共
交
通
ニ
ー
ズ 

[人口・土地利用・移動実態] 
・屋我地地区、羽地地区や久志地区等での高齢化の進展 

・市街地地域に都市機能（企業・商業・医療）が集積している一方、国

道 58号名護バイパスの沿道の商業施設等が立地 

・通学は自動車による送迎が多く、市外からのバス利用も見られる 

[観光] 
・沖縄本島の来訪者はレンタカー利用が約６割、名護市内は本部半島へ

の観光客の通過 

・市内観光地を周遊する公共交通が存在しない 

[公共交通] 
・運行サービス（運行頻度）が低い地域が存在、市街地地域、郊外部に

て公共交通不便地域が存在 

・交通拠点である名護バスターミナルが中心部から少し離れた位置に立

地し、高速バスと路線バス等の接続が図られていない 

・スクールバス、医療送迎バスなどがそれぞれで運行 

・路線バスの運行補助が年々増加 

[ニーズ]※調査後更新 

・イオン等商業施設へのアクセス要望（H29調査） 

・郊外部等での運行本数のサービス向上(運行頻度等)への要望（H29調

査） 

・公共交通不便地域における公共交通に対する要望 

・路線バスに対する認知度が低い（H29調査） 
 

ニーズ調査の結果を踏まえて整理予定 

[名護市の位置付け] 
・名護市は北部圏域の 2次生活圏の圏域中心都市と位置付け 

・那覇市との接続や北部圏域全域の公共交通の拠点としての役割 

地域公共交通に関する課題（検討中） 

・市民の生活を支える基盤としての道

路・交通ネットワークの充実（第 5次

名護市総合計画） 

・北部圏域の中心としての拠点 

（沖縄 21世紀ビジョン等） 

・環境負荷の軽減のための公共交通利用

への転換（名護市地球温暖化対策実行

計画） 

・観光客誘客のための交通インフラの整

備（第 2次名護市観光振興基本計画） 

・名護漁港周辺エリアの賑わい拠点・交

通結節点整備（名護湾沿岸基本計画） 

上位・関連計画における方向性 課題①：公共交通空白地の解消 
・更なる増加が見込まれる高齢者の移動の足の確保 

・中心部・郊外部における交通不便地域の解消 

・高校生等への通学時の移動手段の提供 

課題②：公共交通サービスの提供による利便性の向上 
・市街地地域における主要施設へのアクセス性の向上 

・名護漁港等の今後のまちづくりと連携した公共交通網の形成 

 

 

・名護東道路開通・延伸構想 

・北部テーマパーク事業 

・沖縄島北部やんばるの世界遺産登録 

名護市を取り巻く外部環境の変化 

課題⑤：観光客の移動手段の確保 
・多くの観光客が来訪。北部テーマパーク事業や、やんばる世界遺産

等観光周遊に利用できる公共交通サービスの提供が必要 

課題④：持続可能な公共交通の提供 
・ルート再編等での運営補助の削減による持続可能な公共交通の実現 

・カーボンニュートラルの実現に向けた環境負荷の少ない移動手段の

整備 

・スクールバス、医療送迎バスとの連携による効率化 

・公共交通利用の促進活動 

課題③：シームレスな移動手段の提供 
・高速船や高速バスと路線バス間の乗り継ぎ利用 

・路線バスと連携した中心部での移動手段の提供、情報連携が必要 
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２． 課題を踏まえた施策の方向性イメージ 
⚫ 今後各課題については、以下のように整理することを想定しております。 

⚫ 次回協議会では、現況に加え、ニーズ調査も踏まえて検討を実施いたします。 

 

 

 

 

 
 

 

３． 基本方針・目標 及び 目標を達成するための施策 
⚫ 本計画における目標設定の前段として、計画の基本的な方針を検討します。 

⚫ 名護市の現状、公共交通ニーズに加え、上位関連計画における名護市地域公共交通の方向

性や将来の周辺環境の変化等より整理された地域公共交通に関する課題を踏まえて、名

護市における地域公共交通計画の「あるべき姿」を基本方針として設定します。 

施策の方向性のイメージ 


